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現在の音声認識ｼｽﾃﾑは､ﾊﾟｿｺﾝでの動作も可能となっており､実用化段階にある｡

しかしながら､これまでの音声認識ｼｽﾃﾑを使うには､比較的静かな環境下で使用しな

くてはいけない｡更に､ﾕ-ｻﾞはﾏｲｸﾛﾌｵﾝに向かって(ﾏｲｸﾛﾌｵﾝの前で)発

話する必要がある｡なぜなら､もし稚音及び残響環境下においてﾏｲｸﾛﾌｵﾝから離れ

て発話した場合､音声認識精度が著しく劣化してしまうためである｡

雑音及び残響環境下で発話された音声は､周囲の雑音及び残響の影響を受けてしまい､

音声ﾓﾃﾞﾙ作成時の学習ﾃﾞ-ﾀとの間にﾐｽﾏｯﾁが生じてしまう｡それらの影響に対処

するために,本論文では従来の音声HMM(Hidden Markov Model)と雑音HMMの合成に
加えて､音響伝達特性HMMの合成を試みる｡このHMMの各状態を音源位置に村応さ

せることにより､ﾕ-ｻﾞの自由な場所移動にも対処することが可能になり､ﾕ-ｻﾞｲﾝﾀ

ﾌｪ-ｽの向上が実現される｡

音響伝達特性HMMを作成するためには､認識を行なう前にあらかじめ各場所からの音

響伝連特性を測走しておく必要があった｡しかしながら実際の環境において､あらかじめ

音響伝達特性を測走しておくのは非現実的である｡そこで本論文では､更にHMM分解法

による音響伝達特性HMMの推走方法を提案する｡ HMM分解法では､ﾕ-ｻﾞの場所が既

知である必要はなく､任意の場所から発話された観測ﾃﾞ-ﾀを用いて音響伝達特性HMM

の推走が可能である｡雑音･残響環境下では､このHMM分解法が2回適用される｡まず､

周波数領域において雑音HMMからの分解を最尤推走にもとづいて行ない､更に領域変換

を行ないｹﾌﾟｽﾄﾗﾑ領域において､音響伝連特性HMMを最尤推走にもとづいて分解す

る｡このHMM分解法により各々の場所からの音響伝達特性を推定し､ HMM合成法によ

り雑音HMM及び音声HMMと組み合わせることにより､対象とする雑音及び残響環境下
での音声ﾓﾃﾞﾙを作成し,音声認識を行なう｡

提案手法の評価実験を実際に雑音及び残響環境下にてﾏｲｸﾛﾌｵﾝから約2mから3m

離れた場所から発話された音声に村して行ない､その有効性を確認した｡しかしながら､

まだこの技術だけでは､実際の様々な環境下においてﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音声認識を可能にする

ﾚﾍﾞﾙまで連してはいない｡今後は､ﾏｲｸﾛﾌｵﾝｱﾚｲとの統合なども含め他の手法

と併用することにより更に効果が期待できる｡本論文により,今後の研究の発展と伴わせ

て､ﾊﾝｽﾞﾌﾘ-音声認識の実現へ向けて大きな可能性を示せた｡
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(論文審査結果の要旨)

昔声認識技術は､確率ﾓﾃﾞﾙとﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽの利用により著しい進歩を見せているが､現状の

技術では､接話ﾏｲｸﾛﾎﾝや静かな環境でしか十分な性能を得ることができない｡この原因

は､環境における雑昔などの加法性雑普と部屋の音響特性に起因する乗法性歪みが原因である｡

ﾏｲｸﾛﾎﾝから離れて発話すると,これらの加法性雑音と乗法性歪みにより敦命的な音声認

識性能の劣化が生じる｡本論文では､このような加法性雑昔および乗法性歪みに対し､音声認

識の確率ﾓﾃﾞﾙである隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙ(HMM)のﾓﾃﾞﾙを観測ﾃﾞ-ﾀに適合させるﾓﾃﾞ

ﾙ適応化により対処する方法の基礎研究について述べている｡

本論文の成果は､次のように要約できる｡

( 1 )実環境における維音などの加法性雑昔および部屋の音響伝達特性などの乗法性歪みを確

率ﾓﾃﾞﾙであるHMMによりﾓﾃﾞﾙ化し､ HMM合成法に基づいて､これら音声ﾓﾃﾞﾙ､雑

昔ﾓﾃﾞﾙ,部屋の伝連特性ﾓﾃﾞﾙのHMMの合成を行い､観測信号に-致した1つのHMM

ﾓﾃﾞﾙを生成する方法を提案している｡

(2)複数のHMMﾓﾃﾞﾙを合成するHMM合成法では､あらかじめそれぞれの要因をHMM

として学習しておく必要が有る｡本論文では,観測される環境における信号に基づいてそれぞ

れのHMMを推定するHMM分解法を提案している｡ HMM分解法は､ HMM合成法の逆の

ﾌﾟﾛｾｽであり､ 1つの既知のHMMを1つの既知のHMMと末知のHMMに最尤推走法に

基づき分解する方法として導出されことが示されている｡あらかじめ測定することが困難であ

る部屋の音響伝達特性の推走に適用し､ HMM分解法が有効であることを示している｡複数

の要因をHMMで表現し合成する際の､ HMMﾊﾟﾗﾒ-ﾀの推走･合成の-貫した枠組みの

完成に成功したことについて､極めて高く評価できる｡

(3) HMM合成･分解法を加法性雑音､乗法性歪みを含んだ実環境音声で評価し有効性を確

認している｡論文では､以下の評価が行われている｡

･稚音･残響の存在する実際の環境においてﾏｲｸﾛﾎﾝから離れて移動しながら発話下音声

の認識に村する効果の評価

･電話回線の音声認識｡通常の電話回線による乗法性歪みに加えて､ｺ-ﾄﾞﾚｽ電話の使用に

よる乗法性歪みへの効果の評価

いずれの場合においても､提案するHMM分解･合成法により大きな改善が得られることが
示されている｡

以上のように,本論文は実環境下において発話された音声の認識を目的に, HMM分解･合成

法に基づくﾓﾃﾞﾙ適応化手法を提案し､有効性を示した｡これらの研究成果は､情報科学､音

情報処理学の分野における学術的な貢献として高く評価できる｡平成10年12月25日開催の

公聴会の結果を参考に,本博士論文の審査を行なった結果､本論文は博士(工学)の学位論文と
して充分に価値のあるものと判断する｡


